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第 2 章では、電子供与性の高いアルキルホスフィンを有する RuHCl(CO)(PR3)2とフッ化セシウム
およびスチレンを組み合わせた触媒系を用いることで、オルト位に複数の炭素－酸素結合を有する
芳香族ケトンの選択的モノアリール化が達成できることを明らかにしている。中でもトリイソプロ
ピルホスフィンをもつ錯体が、高い触媒活性を示すことを述べている。また、本触媒系は安息香酸
エステル類にも適用可能であり、炭素－酸素結合のモノアリール化を利用して天然物 altertenuol の
形式合成を達成したことを述べている。 
第 3 章では、RuCl2(CO)(p-cymene)を前駆体とし、ホスフィン、フッ化セシウムおよびスチレンを
組み合わせた触媒系を用いて、多様な 0 価ルテニウムホスフィン錯体を効率的に系中で発生できる
手法の開発について述べている。また、本触媒系を用いることで、炭素－酸素結合のアリール化に
おいてホスフィン配位子によるモノ/ジアリール化の選択性の制御が可能になることを述べてい
る。さらに、アルケン部位を有する光学活性なモノホスフィン配位子を用いて、ビアリール類のア
トロプ選択的な合成が行えることについても述べている。 
以上、本研究では、様々なルテニウムホスフィン触媒を用いた不活性炭素－ヘテロ原子結合切断
を経る有機ホウ素化合物とのカップリング反応における選択性の制御や、反応機構における重要な
知見を与えている。この知見を多段階合成へ利用することにより、天然有機化合物の合成へと展開
した結果も述べている。さらに、多様な 0 価ルテニウムホスフィン錯体を系中で発生させる手法の
開発と光学活性ホスフィン配位子をもつ錯体を用いたビアリール類のアトロプ選択的な合成への
展開を図っている。上記の研究成果は、有機化学分野のみならず有機金属化学分野の発展に貢献し、
理学上寄与するところが少なくない。 
よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
